
 

予算決算委員会会議記録 

１．日 時 令和４年２月１６日（水）９：２７～１１：０７ 

２．場 所 議員協議会室 

３．出席議員 

園田依子（オンライン参加）安井博幸、原田豊彦、前田えり子、

上田英樹、隅田雅春、足立義則、向井千尋、大西基雄、栗山泰

三、渡辺拓道、河南克典、大上和則、小畠政行、森本富夫 

４．欠席議員 なし 

９．協議事項 

議案第１２号 令和３年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１８号） 

議案第１３号 令和３年度丹波篠山市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 

議案第１４号 令和３年度丹波篠山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

議案第１５号 令和３年度丹波篠山市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

議案第１６号 令和３年度丹波篠山市水道事業会計補正予算（第３号） 

議案第１７号 令和３年度丹波篠山市下水道事業会計補正予算（第３号） 

１０．議事の経過 

安井副委員長 挨拶 

 

安井副委員長 開議宣告 

 

９：２７  開議 

総務文教分科会座長報告  

■議案第１２号 令和３年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１８号） 

渡辺座長より報告（別添参照）後、質疑応答。 

 

＜主な質疑応答等＞ 

                  なし 

 

民生福祉分科会座長報告  

■議案第１２号 令和３年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１８号） 

■議案第１３号 令和３年度丹波篠山市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 

■議案第１４号 令和３年度丹波篠山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 



 

■議案第１５号 令和３年度丹波篠山市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

向井座長より報告（別添参照）後、質疑応答。 

隅田委員    消防本部の残業の時間の議論のところで、職員不足が判明して非常

に心配しているのですが、今年度で 3 名の方が退職されると。来年度

5名の新規職員を採用するといっても、5名は消防学校に行って実際の

勤務は難しいと思います。今年度、これだけシフトでいろいろとやり

くりされておる中で、来年度は新人職員と、さらに 3 名が退職されて

いないということで、審査終了後、分科会の中で消防本部の職員体制

をどう補充するのか。例えば退職される方を再任用で、現場に補充を

してもらうとか、そういったふうな議論等はなかったのでしょうか。 

向井座長    分科会の中では、委員から同様の質問が出されまして、消防から詳

しく回答いただいております。条例上、消防本部の定数は 66名で、現

在の職員数については 63名ですけれども、そのうち 1名を航空隊に派

遣しておりますので 62名で丹波篠山市を警備している状況です。今ま

では定数からは 2名減の 64名での警備を基本していましたが、今年度

については、前年度末に急遽の退職者が 2 名あり、さらに 2 名減とい

う非常に厳しい状況です。令和 4 年度に消防長を含め 3 名が退職しま

すので、令和 4 年度の採用については、3 名のところ 5 名の採用が決

まっています。ですので、今年度と来年度については非常に手薄にな

って、なかなか厳しい状況ですが、その次の令和 5年度からは 64名で

警備ができると考えております。今までの慣例として６４名体制とし

ていますが、非常招集のことを考えると、条例定数の 66名になれば、

もう少し非常招集の回数も減らせますので、その辺はどうにか出来た

らと思っているところです、ということでした。その後、委員からは、

議会としてもそのような消防本部の状況について共有していきたいと

思うというような議論をしております。 

隅田委員    私は大変、危機感を感じますので、市長に申入れや市長総括するな

りして、退職者の再任用で欠員をカバーする体制を検討しないと、来

年はさらに大変なことになるのではないかという気がしますので、意

見だけ申し上げます 

 

＜主な質疑応答等〉 

 

産業建設分科会座長報告  

■議案第１２号 令和３年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１８号） 

■議案第１６号 令和３年度丹波篠山市水道事業会計補正予算（第３号） 



 

■議案第１７号 令和３年度丹波篠山市下水道事業会計補正予算（第３号） 

栗山座長より報告（別添参照）後、質疑応答。 

 

＜主な質疑応答等＞ 

隅田委員    景観形成事業の屋外広告物改修等補助金２８０万円減額とのことで

すが、令和３年度に条例改正をしたことによる不適格となった箇所は

何ヶ所あるということは、提示されているのでしょうか。 

栗山座長    屋外広告物の件につきまして、箇所数についての提示はありません

でした。 

隅田委員    この令和３年度に条例を改正される際に、不適格な屋外広告物がど

れだけあるという資料提供はなかったのでしょうか。また、委員は、

不適格な物件がどこにあるかという認識はされていないのでしょう

か。 

栗山座長    約８０㎡ある屋上看板が不適格な物件であるとの説明は受けました

が、その他市内の不適格看板についての具体的な提示はありませんで

した。 

 

議員間討議 

安井副委員長  討論表決に入る前に、全体を通して何か御意見はありませんか。 

異議がある場合、市長に確認しておきたい事項がありましたら、あげ 

ていただきたいと思います。何か御意見はありませんか 

隅田委員    先ほど消防署員数のことを言わしていただきましたが、今年でこれ

だけやりくりしている中で、来年も厳しくなるということで、市長な

り消防長が考えておられるのか聞いていただきたいと思います。 

安井副委員長  今隅田委員から提言がありました件に関しまして、皆さんの御意見

をお伺いしたいと思います。 

足立委員    隅田委員おっしゃるように、当初予算の審査に時期的に入っていま

す。また、お産応援１１９等の対応もしており、業務的にも消防署の

担う役割も増加しているという気もしますので、令和４年度を迎える

にあたって、市長と消防本部との連携等々も含めて、委員長から総括

質疑をしていただいたらと思うのですけど。 

安井副委員長  委員長から総括質疑をしたらどうかという意見が出ておりますが、

ほかの委員の方いかがでしょうか。 

渡辺委員    隅田委員の話については、消防の時間外の部分が気になり、その状

況を聞かせていただいていたのですけども、足立委員からも、来年度

の体制をどうするかという審査期間に入っておりますので、まず委員



 

長のほうから総括質問をしていただいて、予算審査の際にはある程度

の方向性はきっちり示していただいた上で、予算審査をしていかない

と審査出来ませんので、総括の中で考え方が今日出ればいいですけど

も、なかなかすぐ出ないということでしたら予算までには必ず方向性

を出すという部分だけは抑えてほしいと思いますので、私も質問して

いただくことは賛成です。 

安井副委員長  渡辺委員からは、委員長から質問するということで、賛成の意見が

出ましたが、ほかに御意見ございませんか。 

向井委員    反対ではないのですけれども、委員会の中でこのような議論をした

ということだけは報告させてもらいます。先ほども、委員長報告の中

で、報告させてもらったとおりなのですけども、条例上定数６６名の

ところ今年度は６２名でしている。来年度については５名の採用が決

まっているけれども、条例上の定数６６人までいかない状況というこ

とは問題があるかとは思っていますし、消防本部のほうもそれは認識

されていると思います。今回すごく時間外が増えているというのが、

建物火災が多かったという少し特殊な年だったということもあるの

かなというのがありますし、職員の勤務について過剰な時間外になっ

ているということで大丈夫なのかというような質疑も委員会の中で

出たのですけれども、消防本部の回答では、労基法上は問題ない、出

てもひと月に４時間か６時間ぐらいで許容範囲というように思って

いるというような回答もいただいているということを、一応報告させ

ていただきます。 

安井副委員長  他に御意見ございませんか。 

栗山委員    ３名の方が退職されるということなので、令和４年度については大

変厳しい状態になるのではないか、また、今コロナウイルス感染症の

関係で、出動もあり危険というか招集が多いのではないかと思うの

で、市長に質問して対応を検討すべきじゃないかと思います。 

安井副委員長  他に御意見ございませんか。では委員長から市長に質問するという

方向にしたいと思いますけれども、それについて御異議がないかお尋

ねしたいと思いますがいかがでしょうか。 

             ―異議なし（オンライン委員も含む）― 

安井副委員長  消防本部の人員の確保について今後どのように進めていくかという

ことにつきまして、討論、採決の前に副委員長から市長に対し質問を

行いと思いますけども、よろしいでしょうか。 

               異議なし 

足立委員    今向井委員長が言われたとおり、条例定数より少ないまま慢性化し



 

ていることについては疑問があるという件は、必ず入れていただい

て、質問していただきますようお願いしときます。 

 

休憩     （１０：２０～１１：００） 

 

その他（市長総括） 

安井副委員長  それでは、市長に総括的な質問をいたします。今回は、消防本部の

職員体制についてですけども、令和 3年度は現職員 63名の体制で市内

を警備されています。条例上の定数は 66 名ですが、64 名体制が常態

化しており、定数不足は慢性化しています。今後の消防本部の職員体

制について、どのように考えておられるのか、市長の考えをお聞かせ

ください。 

酒井市長    御質問いただきました消防本部の職員体制について、お答えをさせ

ていただきたいと思います。令和 3 年度は、山内町の大きな火災を初

め建物火災の件数が多く、消防本部職員には時間外手当が今回発生し

ておりますけれども、時間外に市民のために大変活躍をしてくれてい

るところです。消防本部の体制は、これまでから限られた人員の中で、

できるだけ頑張っていただくようにしていただいておりまして、現在

63名の体制となっております。その年度に退職する者がおりますので、

それを見込んで、次の年までに採用を先にしていくといったことを心

がけているところであり、本年 4 月には、新たに 5 人の職員を消防本

部に採用しますので、これで 68名の体制をとることが出来ます。今後

ともですね、限られた予算をどのように使うか、人員をどのようにす

るかといった大きな課題の中、消防本部の職員体制づくりに努めてい

きたいというように考えています。 

安井副委員長  これをもって、市長に対する質疑を終わります。 

 

討論・表決  

議案第１２号 令和３年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１８号） 

 議案第１３号 令和３年度丹波篠山市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 

議案第１４号 令和３年度丹波篠山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）  

議案第１５号 令和３年度丹波篠山市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

議案第１６号 令和３年度丹波篠山市水道事業会計補正予算（第３号） 

議案第１７号 令和３年度丹波篠山市下水道事業会計補正予算（第３号） 

― 討論なし、全員賛成（オンライン） ― 

 



 

安井副委員長   委員会の審査報告については、委員長、副委員長にご一任願いた

いと思いますが、御異議ありませんか。 

― 異議なし ― 

安井副委員長   本日の会議は会議記録については、事務局に調製させ、委員長、

副委員長において内容確認を行いたいと思います。ご一任願いたいと

思いますが、御異議ありませんか。 

― 異議なし ― 

 

 

安井副委員長 挨拶 

散会宣告 

 

１１：０７  散会 

 

 


